
 

 

 

 

 

 

■ インフラツーリズムの推進 
 ダム、橋、港等、世界に誇る土木技術等を観光資源として活用し観光・地域づくりを図る「インフラツーリズム」

が盛り上がりを見せています。インフラツーリズムにより地域固有の財産であるインフラをもっとそばで見て、感じ

て、楽しむことで、インフラ周辺地域の活性化に加え、インフラ整備・維持管理の理解促進にも貢献することが期

待されています。 

 各地方整備局等では現場見学会の企画や民間旅行会社とのタイアップの仕掛けづくりを精力的に行うほか、

平成28年1月に開設したインフラツーリズムポータルサイトでは全国のインフラツアーの情報を紹介しています。

非日常を体験できるツアーには多数の来客があり、28年度には32件だった民間主催ツアーも29年度には80件

にまで増加し、ダムの観光放流と地域での食事等、インフラと地域とが連携したツアーが実施されています。また、

大学生のアイデアを全国から募集するなど、新たな視点も取り入れつつ、インフラを観光資源として活用した地

域活性化を推進しています。 

 

◆観光資源として利用されているインフラの数々 
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□インフラツーリズム関連の取組み 

～ 

１．はじめに 

 弊社では、観光の対象となる大規模なダムや橋（例えば黒四ダムやしまなみハイウェイといった）の

施設整備への参画は少ないものの、観光行動を下支えするインフラ整備のいくつかに関わっています。 

 特に、観光客の水上移動のハブとなる観光桟橋は、各地で設計提案を行っており、置かれる場所や利

用の特性の配慮を心がけています。例えば、煩雑な利用の期待される水上バスの浮き桟橋では、速やか

な乗降機能とともに、都市空間のアクセントを添える提案をしています。また、郊外の池沼での浮き桟

橋では、要所に木の質感を使うなどの暖かいデザインを心がける他、レクリエーションにも寄与する個

人のカヌーやプレジャーボートの接岸も考慮しています。 

 国の基幹産業のひとつとなりつつある観光について、その快適な活動を支えるインフラ整備を進めて

まいります。 

 

２．弊社での観光関連のインフラ提案例 
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左上・下：都市内の水上バス停という特

性を配慮し、敏速・快適な乗降と都市空

間のアクセントともなる施設づくりを

提案している。 

右上：郊外の行楽地に立地する

条件を配慮し、やわらかい木質

の肌合いを導入するとともに、

個人のプレジャーボートも接岸

可能としている。 


